
16個の電極が4つのエリアに配置されたパターン。表面加工などの目的で、

チャンバーリングを接着せずに購入することも可能。

左図の赤枠内の拡大写真。PDMS製の微小流路デバイスによって囲まれた左右の電極エリア上で、

大脳オルガノイドを培養。6週間後に微小流路を介して軸索束で相互連絡を形成した。

単独オルガノイド

融合オルガノイド

連結オルガノイド

0.1-10000 Hz

0.5-4 Hz (δ)

4-8 Hz (θ)

30-300 Hz (γ, power)

培養9週目の連結オルガノイドのオシレーション。生波形から

各周波数帯域の信号を抽出して描画。

同一システムを用いて、MED プローブの電極 (左) と性能の劣る電極 (右)

で取得した信号 (未処理の生波形) の比較。MED プローブはベースライン

ノイズも低く、生体由来の低い周波数帯域の信号も正確に検出できる。



Ca2+イメージング

MEA

顕微鏡上のMED コネクター。同ユニットのベースプレート上のMED プロー

ブの中央電極部が配置される部位には観察用の小孔が空いている。

MED64 Offline Toolkitによるウェーブレット変換。論文に掲載の図を再現。
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